
１ 「選毛､毛組み」
つくる筆の種類によって､それぞれ必
要な原毛を選び､量り組み合わせ
ます。

２ 「火のし､毛揉み」
毛の油分を抜き取り､まっすぐにして
墨含みをよくするため､もみがらを焼
いた灰をまぶし､火のし（アイロン）
をあてた毛を鹿皮に巻いて何度も
揉みます。

３ 「毛そろえ」
櫛をかけて綿毛を取り除き､少量
ずつ毛を積み重ねて毛先をそろえ
ます。

４ 「逆毛､すれ毛取り」
そろえた毛の中から良い毛だけを残
すため､「半差し｣とよばれる道具を
使い､指先の感触を頼りに逆毛､す
れ毛などを徹底的に取り除きます。

５ 「寸切り」
命毛､のど､腹､腰と呼ばれるそれ
ぞれの部位に合わせて､毛の長さ
を切り分けます。

６ 「練り混ぜ」
寸切りした長さの違う毛を均一に
混ぜ合せるために､毛に薄糊を付
け､不要な毛を取り除きながら広
げては重ねる作業を何度も行い
ます。

７ 「芯たて」
｢コマ｣とよばれる小さな筒に毛を
入れて､不要な毛をさらに取り除
きながら､穂首の太さを規格に合
わせ､乾燥させます｡

８ 「衣毛（上毛）巻き」
穂首がより美しく見えるように､薄く
広げた上質な毛を乾燥させた芯に
巻き付けて､さらに乾燥させます｡

９ 「糸締め」
毛の根元を麻糸で縛り､焼きゴテ
ですばやく焼き締めれば､｢穂首｣
の完成です。

１ 「軸選び」
専用の台で穂首に合う太さの軸
を選別します。

２ 「ため」
軸の曲がりを直す｢ため木｣とよば
れる道具を使い､火で温めた軸を
まっすぐにします。

３ 「軸の切断」
注文の長さに合わせて軸を切断し
ます。

４ 「コツ付け」
軸の端にセルロイド製や木製のコツ
を接着します。

５ 「コツ加工（面取り）」
ロクロで軸の太さに合わせてコツを
削ります。

６ 「軸磨き」
｢磨き機｣で水を使った荒磨きをし
たあと､さらに鑞（ろう）を使って磨
きます。

７ 「糸付け」
ドリルでコツに穴をあけ､千枚通しで
ひもを取り付けます。

８ 「ダルマ加工」
ダルマをロクロに固定して｢キサゲ｣
とよばれる小刀などの専用の道具
を使って､軸に合う形と長さになる
ように削ります｡軸の先端もダルマ
に合わせてロクロで面取り加工を
行います｡

９ 「ダルマ付け」
軸に接着剤を付けダルマをはめる
と､「軸」 の完成です。

10 「くり込み」
ダルマの内側を穂首の太さに合わ
せて微調整したあと､接着剤を付
けて穂首をはめ込み､しっかりと固
定します。

11 「仕上げ」
糊をたっぷりと含ませた穂首に糸を
巻き付け､軸を回転させながら余
分な糊を取り除きます｡穂首の形
を整え､乾燥させてから保護用の
キャップをかぶせます。

12 「銘彫刻」
彫刻刀で軸に銘を彫り､その部分
を顔料で染色します。

完成
こうして､たくさんの職人と卓越した
技術によって一本の｢筆｣が完成
します。

「熊野筆」 統一ブランドマーク

KUMANOFUDE の｢K｣であり
３本の線は書（黒）・化粧
（赤）・画（黄）の世界を表
し､動きは共同と成長を意味
しています。
熊野町で作られた筆にはこの
マークがついています。
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